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大阪大学産業科学研究所（産研・ISIR）では、遠赤外

-テラヘルツ領域の FEL を用いた利用研究を行って

いる。THz-FEL は図１に示すようなパルス列で構成

され、25～150μmの波長範囲で準単色光を発生する

ことが出来る。 

利用研究では、波長可変な高強度励起光源として固

体電子化合物から有機物まで幅広い対象で実験を

行っている。ポンプ光として非線形応答に関する研

究をおこなうとともに、高輝度性を生かした分光イメ

ージング 1)および顕微分光が可能である。分光イメー

ジングは単色化した FEL を用いた分光システムとパ

ルス時間構造に同期したラスタースキャン機構で構

成される。単色化は回折格子形分光器をアンジュレ

ーターギャップに連動させて FEL 波長中心に制御し、

ラスタースキャンは FEL 制御系の基準トリガーに同

期させて xyステージを駆動することで行う。図 2は粉

末試料をペレット状に整形し、単色化した FELを用い

ておこなった分光イメージングの結果である。5Hz 間

隔のマクロパルスに合わせた計測により、30×15mm

の範囲を 0.5mmステップでおおよそ 6分でラスタース

キャンすることが可能である。それぞれの分光イメー

ジの FEL波長に CuO, Cu2O それぞれの特徴的な吸

収がある 67μm, 68μm を選択した結果、透過イメージ

のコントラストが互いに反転していることが分かる。

すなわち、1μm の波長分解能で分光イメージングが

可能であることを示す。これまで遠赤外-テラヘルツ

領域では様々なイメージングの研究が行われている

が、この波長域で任意かつ波長選択的におこなわれ

た分光イメージングはほとんどない。当日は分光イメ

ージングと合わせておこなうことが出来る任意の試

料位置での顕微分光による“その場観察”の結果も

紹介し、新しい利用研究展開の可能性も示す予定で

す。 
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図１．ISIR THz-FELのパルス構造 

 

図２．高分解分光イメージング 


